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「
砂
漠
の
バ
ラ
」
と
い
う
鉱
石
は
、
ボ
ク

が
今
、
一
番
大
事
に
し
て
い
る
命
の
次
に
大

切
な
タ
カ
ラ
で
あ
る
。

　

原
産
地
、
西
ア
フ
リ
カ
・
モ
ロ
ッ
コ
で
は

デ
ザ
ー
ト
ロ
ー
ズ
（
D
e
s
e
r
t 
R
o

s
e
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
あ
の
サ
ハ
ラ
砂

漠
で
長
い
歳
月
の
化
学
反
応
で
生
成
さ
れ

た
一
見
バ
ラ
の
花
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
。

　

ボ
ク
は
、
こ
の
最
高
の
タ
カ
ラ
を
モ
ロ
ッ

コ
の
少
女
マ
ー
ミ
ラ
に
も
ら
っ
た
。

　

ボ
ク
の
好
き
な
純
子
伯
母
さ
ん
（
大
学
の

准
教
授
、
比
較
言
語
学
）
が
西
ア
フ
リ
カ
で

開
か
れ
る
学
会
に
出
張
す
る
旅
行
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
中
部
国
際

空
港
か
ら
飛
行
一
八
時
間
（
時
差
九
時
間
）

モ
ロ
ッ
コ
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
空
港
に
着
陸

す
る
と
、
す
ぐ
に
４
Ｗ
Ｄ
車
で
三
時
間
ほ
ど

疾
走
し
て
サ
ハ
ラ
大
砂
丘
レ
ル
グ
・
シ
ェ
ビ

の
テ
ン
ト
村
に
着
い
た
。
ボ
ク
は
、
そ
の
村

で
マ
ー
ミ
ラ
と
会
っ
た
。

　

村
の
人
達
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、
タ
ー
バ

ン
で
顔
や
体
を
覆
っ
て
い
た
。

　

マ
ー
ミ
ラ
も
同
じ
装
い
だ
っ
た
が
、
タ
ー

バ
ン
か
ら
の
ぞ
い
た
大
き
な
目
が
異
様
に

大
き
く
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
ボ
ク
は
ド

キ
ッ
と
し
た
。
初
め
て
経
験
す
る
恋
の
予
感

―
。
小
学
四
年
の
ボ
ク
が
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
は
い
け
な
い
ね
。

　

モ
ロ
ッ
コ
の
人
は
、
ほ
と
ん
ど
ア
ラ
ビ
ア

語
で
話
を
す
る
。

「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
。
ア
ナ
、
マ
ー
ミ
ラ
。
マ

ル
バ
バ
」（
コ
ン
ニ
チ
ハ
。
マ
ー
ミ
ラ
デ
ス
。

ヨ
ウ
コ
ソ
、
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
）

〔
注
・
以
下
通
訳
文
は
純
子
伯
母
さ
ん
〕

　

初
め
て
聞
く
マ
ー
ミ
ラ
の
声
が
ま
た
可

愛
く
き
れ
い
だ
。

　

マ
ー
ミ
ラ
の
家
族
は
、
外
国
か
ら
来
る
観

光
客
を
ラ
ク
ダ
に
乗
せ
て
砂
丘
を
案
内
す

る
仕
事
。
マ
ー
ミ
ラ
も
手
伝
っ
て
い
て
、
学

校
へ
は
行
っ
て
い
な
い
。

「
デ
モ
、
私
、
学
校
へ
行
キ
タ
イ
！
」

　

マ
ー
ミ
ラ
は
砂
漠
の
遠
く
を
見
つ
め
な

が
ら
夢
み
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
学
校
ッ
テ
、
ド
ン
ナ
所
？
」

「
楽
し
い
所
だ
よ
。
友
達
が
大
勢
い
て
、
本

が
い
っ
ぱ
い
。
親
切
な
先
生
が
い
て
」

「
学
校
ヘ
行
キ
タ
イ
！
一
生
懸
命
勉
強
シ

テ
、
私
、
学
校
ノ
先
生
ニ
ナ
リ
タ
イ
」

　

真
剣
な
少
女
の
顔
を
見
な
が
ら
、
ボ
ク
は

純
子
伯
母
さ
ん
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
途
上
国
教
育
基

金
で
支
援
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
。

「
デ
モ
、
コ
ン
ナ
ニ
貧
困
デ
ハ
ダ
メ
ー
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
れ
ば
、
み
ん
な
の
夢

や
願
い
は
必
ず
実
現
す
る
」

　

そ
う
言
っ
た
も
の
の
マ
ー
ミ
ラ
の
生
活

や
環
境
は
あ
ま
り
に
惨
め
だ
っ
た
。

　

住
居
は
移
動
式
テ
ン
ト
。
家
財
道
具
の
ほ

か
本
な
ど
何
も
見
当
ら
な
い
。
ト
イ
レ
も
砂

丘
で
適
当
な
所
を
さ
が
し
て
用
を
足
し
た

後
は
砂
を
か
ぶ
せ
て
自
分
で
後
始
末
を
し

て
お
く
。

「
コ
レ
ガ
自
然
式
ノ
便
利
ト
イ
レ
。
衛
生
的

デ
、
ト
テ
モ
快
適
デ
ス
」

　

屈
託
も
な
く
家
族
中
で
笑
っ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
生
活
の
中
で
豪
華
な
銀
製
の
茶

道
具
一
式
だ
け
が
輝
い
て
い
る
。

「
私
タ
チ
ノ
好
キ
ナ
『
ミ
ン
ト
テ
ィ
ー
』
ノ

オ
モ
テ
ナ
シ
デ
ス
。
ド
ウ
ゾ
」

　

マ
ー
ミ
ラ
が
改
ま
っ
た
作
法
で
お
茶
を

入
れ
て
く
れ
た
。
湯
気
の
立
つ
コ
ッ
プ
に

ハ
ッ
カ
の
茎
と
葉
が
見
え
る
。
何
と
も
言
え

な
い
い
い
香
り
と
茶
の
味
―
。

　
「
プ
ニ
ン
！
」（
お
い
し
い
！
）

　

ボ
ク
の
お
ぼ
え
た
ば
か
り
の
ア
ラ
ビ
ア

語
に
家
族
が
手
を
た
た
き
笑
っ
た
。

　

お
茶
の
後
、
料
理
作
り
が
始
ま
っ
た
。
家

族
み
ん
な
が
笑
い
な
が
ら
楽
し
く
調
理
が

進
め
ら
れ
て
行
く
。

　

羊
肉
や
野
菜
を
煮
込
ん
だ
タ
ジ
ン
鍋
。
兎

肉
と
野
菜
を
粒
状
小
麦
の
ス
ム
ー
ル
で
蒸

し
た
ク
ス
ク
ス
。
そ
れ
に
ケ
バ
ブ
、
パ
ス

テ
ィ
ラ
な
ど
、
次
々
に
並
べ
ら
れ
る
モ
ロ
ッ

コ
料
理
―
。
そ
れ
が
み
ん
な
お
い
し
い
ん

だ
。
ボ
ク
は
ベ
ル
ト
を
ゆ
る
め
て
、
い
っ
ぱ

い
食
べ
、
大
満
足
。「
プ
ニ
ン
！
」
を
連
発

し
た
。

　

翌
朝
、
ま
だ
暗
い
中
に
砂
漠
の
日
の
出
を

見
に
出
か
け
た
。

　

ボ
ク
は
ラ
ク
ダ
の
背
に
や
さ
し
く
揺
ら

れ
、
お
伴
の
マ
ー
ミ
ラ
は
ラ
ク
ダ
の
綱
を
ひ

き
、
時
々
ボ
ク
を
見
上
げ
て
笑
っ
た
。
な
だ

ら
か
な
夜
明
け
の
砂
丘
を
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
一
時
間
、
前
方
の
大
砂
丘
が
次
第
に
赤
く

色
づ
き
始
め
た
。

　

あ
っ
、
日
の
出
だ
！

　

大
き
な
太
陽
が
、
こ
ち
ら
大
砂
丘
を
一
斉

に
美
し
く
染
め
る
。

「
ば
ん
ざ
あ
ー
い
！
」
ボ
ク
は
大
声
で
叫
ん

で
両
手
を
挙
げ
た
。
マ
ー
ミ
ラ
も
同
じ
よ
う

に
力
強
く
、
手
を
挙
げ
た
。

　

ボ
ク
た
ち
の
一
日
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
私
、
ガ
ン
バ
ル
ワ
、
夢
ニ
向
カ
ッ
テ
！
」

「
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
」

　

ボ
ク
た
ち
は
、
力
強
く
昇
っ
て
く
る
太
陽

を
拝
み
、
手
を
握
り
合
っ
た
。

　

テ
ン
ト
村
に
戻
る
と
ボ
ク
は
ラ
ク
ダ
に

「
シ
ュ
ク
ラ
ン
」
と
言
っ
て
長
い
首
を
撫
で

た
。
だ
が
、
ラ
ク
ダ
は
ボ
ク
を
無
視
し
て
餌

小
屋
の
方
へ
か
っ
て
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

マ
ー
ミ
ラ
が
笑
っ
た
。

「
ボ
ク
た
ち
、
お
別
れ
だ
ね
」

「
プ
ッ
サ
ラ
ー
マ
」（
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
）

「
シ
ュ
ク
ラ
ン
」（
ア
リ
ガ
ト
ウ
）

「
私
ノ
コ
ト
、
忘
レ
ナ
イ
デ
ネ
」

　

マ
ー
ミ
ラ
は
急
に
泣
き
出
し
そ
う
な
顔

に
な
る
と
、
自
分
の
大
事
な
タ
カ
ラ
を
ボ
ク

の
手
に
持
た
せ
た
。

　

マ
ー
ミ
ラ
が
今
ま
で
に
広
大
な
砂
丘
で

見
つ
け
た
も
の
の
中
で
、
最
も
美
し
い
D
e

s
e
r
t 
R
o
s
e
「
砂
漠
の
バ
ラ
」
だ
っ

た
。

「
シ
ュ
ク
ラ
ン
、
マ
ー
ミ
ラ
！
」

　

ボ
ク
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め

た
。
そ
し
て
大
人
に
な
っ
た
ら
再
び
サ
ハ
ラ

砂
漠
を
訪
れ
て
、
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
マ
ー
ミ
ラ
と
世
界
の
平
和
や

幸
福
、
子
供
の
教
育
な
ど
に
つ
い
て
深
く
真

剣
に
話
し
合
い
た
い
と
思
っ
た
―
。

〔
注
・
取
材
二
〇

一
四
・
一
一
。

写
真
は
少
女

マ
ー
ミ
ラ
と
サ

ハ
ラ
砂
漠
に
て
〕

阿
久
比

創
作
童
話
の
会

「
し
ろ
や
ま
」

　

講
師

　
　

堀
尾
幸
平




